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１．当四半期決算に関する定性的情報 

当社は、平成28年４月１日に共同株式移転の方法により伊藤ハム株式会社、米久株式会社の完全親会社として設立

されました。 

なお、当連結会計年度が第１期となるため、前連結会計年度及び前四半期連結累計期間との対比は行っておりませ

ん。 

 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日～平成28年９月30日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改

善が続き緩やかな景気回復基調で推移しましたが、円高による企業業績の減速感の強まりから個人消費に一部弱さが

見られ本格的な景気回復までには至りませんでした。また、新興国や資源国の景気減速、英国のＥＵ離脱問題など海

外経済の不確実性もあり、先行きについては不透明な状況が継続しております。 

当業界におきましては、国産牛肉の高値相場が継続していることや消費者の生活防衛意識の高まりなど消費マイン

ドが足踏み状態となる中、食料品等の日常生活品に対する低価格志向による企業間競争が激化しており、厳しい事業

環境が続いております。 

このような状況の下、当社グループは、４月１日に共同株式移転による経営統合を行い、事業規模の拡大を図ると

ともに両社の強みを持ち寄り、シナジー効果を創出し、持続的成長と企業価値の向上に向けてグループ一丸となって

取り組んでおります。 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は3,988億78百万円、営業利益は105億12百万円、経常利

益は119億57百万円となりました。また、投資有価証券売却益19億49百万円を特別利益に計上し、税金費用等を差し

引いた結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は、95億26百万円となりました。 

 

報告セグメント別の業績の概況は、次のとおりであります。 

 

＜加工食品事業＞ 

ハム・ソーセージについては、消費者の低価格志向から販売競争が激化する中、コンシューマー商品では主力商品

を中心にキャンペーン等によるプロモーションを実施するとともに、業務用商品についても積極的に拡販に努めた結

果、販売量、売上高ともに伸長しました。 

調理加工食品については、ハンバーグ類・チルドピザなどの主力商品が好調に推移したことに加え、中食市場への

提案を強化したことでワンハンドスナック類やトンカツ・ハンバーグ類などのデリカ商品の売上が大幅に伸長しまし

た。 

中元ギフトについては、ギフト市場全体が低迷する中、フラッグシップギフトの「伝承」を中心に堅調に推移しま

した。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の加工食品事業の売上高は1,374億30百万円、営業利益は60億65百万円と

なりました。 

 

＜食肉事業＞ 

国内事業については、国産牛肉の高値相場が継続した一方で、国産牛肉以外の畜種で販売単価が前年より下落する

厳しい販売環境となりましたが、牛肉においては、輸入チルドビーフを中心に販売数量が大幅に伸長しました。また、

豚肉においては、オリジナルブランドの拡販に注力し、輸入豚肉を中心に大幅に販売数量を伸ばしました。 

海外事業については、アンズコフーズ社が為替の急激な変動や海外食肉相場下落の影響により、売上高が大幅に減

少しました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の食肉事業の売上高は2,613億77百万円、営業利益は50億73百万円となり

ました。 
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（２）財政状態に関する説明 

〔資産、負債及び純資産の状況〕 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、3,601億47百万円となりました。主な内訳は、現金及び預金419億

13百万円、受取手形及び売掛金803億80百万円、商品及び製品533億26百万円等の流動資産が2,116億21百万円、有形

固定資産825億93百万円、無形固定資産284億66百万円、投資その他の資産374億66百万円の固定資産が1,485億26百万

円であります。 

負債は、1,564億46百万円となりました。主な内訳は、支払手形及び買掛金633億68百万円、短期借入金145億29百

万円等の流動負債が1,233億８百万円、長期借入金263億14百万円等の固定負債が331億38百万円であります。 

純資産は、2,037億円となりました。主な内訳は、資本金300億円、資本剰余金980億５百万円、利益剰余金707億88

百万円等の株主資本が1,987億89百万円であります。 

 

〔キャッシュ・フローの状況〕 

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、516億１百万円となりま

した。 

◇営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動の結果、得られた資金は55億10百万円となりました。主な増加要因は、税金等調整前四半期純利益、非資

金項目の減価償却費、仕入債務の増加によるものであり、主な減少要因は、売上債権の増加、たな卸資産の増加によ

るものであります。 

◇投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動の結果、支出した資金は28億77百万円となりました。主な減少要因は、設備更新等の有形固定資産の取得

による支出であり、主な増加要因は、投資有価証券の売却による収入であります。 

◇財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動の結果、得られた資金は４億79百万円となりました。主な増加要因は、長期借入れによる収入であり、主

な減少要因は、配当金の支払による支出であります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成29年３月期の通期連結業績予想及び配当予想につきましては、平成28年５月12日に公表しました予想を修正し

ております。詳しくは、平成28年11月１日に公表しました「業績予想及び配当予想の修正（増配）に関するお知ら

せ」をご参照ください。 

 
 
２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

 （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実

務上の取扱い」(実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以

後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

なお、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響額は軽微であ

ります。 
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（３）追加情報 

（連結子会社の事業年度等に関する事項の変更） 

米久かがやき（株）他６社は決算日を３月31日に変更しております。この変更に伴い、当第２四半期連結累計期間

においては、米久かがやき（株）他４社は平成28年１月１日から平成28年９月30日までの９ヶ月間、米久おいしい鶏

（株）他１社は平成28年２月１日から平成28年９月30日までの８ヶ月間を連結しており、連結損益計算書を通して調

整する方法を採用しております。 

なお、決算期を変更した米久かがやき（株）他４社の平成28年１月１日から平成28年３月31日まで並びに米久おい

しい鶏（株）他１社の平成28年２月１日から平成28年３月31日までの営業利益は５億50百万円、経常利益は５億63百

万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は４億56百万円であります。 

 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四半

期連結会計期間より適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

          (単位：百万円)
          

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日) 

資産の部 

 流動資産 

  現金及び預金 41,913

  受取手形及び売掛金 80,380

  有価証券 10,200

  商品及び製品 53,326

  仕掛品 1,764

  原材料及び貯蔵品 17,590

  その他 6,473

  貸倒引当金 △27

  流動資産合計 211,621

 固定資産 

  有形固定資産 

   建物及び構築物（純額） 30,392

   機械装置及び運搬具（純額） 22,069

   工具、器具及び備品（純額） 1,188

   土地 26,052

   リース資産（純額） 1,412

   その他（純額） 1,477

   有形固定資産合計 82,593

  無形固定資産 

   のれん 26,368

   その他 2,098

   無形固定資産合計 28,466

  投資その他の資産 

   投資有価証券 28,245

   退職給付に係る資産 1,620

   その他 7,789

   貸倒引当金 △189

   投資その他の資産合計 37,466

  固定資産合計 148,526

 資産合計 360,147
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          (単位：百万円)
          

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日) 

負債の部 

 流動負債 

  支払手形及び買掛金 63,368

  短期借入金 14,529

  1年内返済予定の長期借入金 7,004

  1年内償還予定の社債 10,000

  未払法人税等 2,194

  賞与引当金 4,156

  その他 22,055

  流動負債合計 123,308

 固定負債 

  長期借入金 26,314

  退職給付に係る負債 806

  資産除去債務 1,104

  その他 4,913

  固定負債合計 33,138

 負債合計 156,446

純資産の部 

 株主資本 

  資本金 30,000

  資本剰余金 98,005

  利益剰余金 70,788

  自己株式 △4

  株主資本合計 198,789

 その他の包括利益累計額 

  その他有価証券評価差額金 4,659

  繰延ヘッジ損益 △887

  為替換算調整勘定 △3,659

  退職給付に係る調整累計額 △2,097

  その他の包括利益累計額合計 △1,984

 新株予約権 220

 非支配株主持分 6,674

 純資産合計 203,700

負債純資産合計 360,147
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

(四半期連結損益計算書) 

(第２四半期連結累計期間) 

  

          (単位：百万円)
          当第２四半期連結累計期間

(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 398,878

売上原価 336,024

売上総利益 62,854

販売費及び一般管理費 52,341

営業利益 10,512

営業外収益 

 受取利息 64

 受取配当金 159

 受取賃貸料 240

 持分法による投資利益 1,428

 その他 461

 営業外収益合計 2,355

営業外費用 

 支払利息 524

 不動産賃貸費用 91

 創立費 210

 その他 84

 営業外費用合計 910

経常利益 11,957

特別利益 

 投資有価証券売却益 1,949

 その他 227

 特別利益合計 2,177

特別損失 

 固定資産除却損 96

 投資有価証券売却損 47

 その他 74

 特別損失合計 218

税金等調整前四半期純利益 13,916

法人税、住民税及び事業税 2,655

法人税等調整額 1,521

法人税等合計 4,176

四半期純利益 9,739

非支配株主に帰属する四半期純利益 213

親会社株主に帰属する四半期純利益 9,526
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(四半期連結包括利益計算書) 

(第２四半期連結累計期間) 

  

          (単位：百万円)
          当第２四半期連結累計期間

(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 9,739

その他の包括利益 

 その他有価証券評価差額金 △1,696

 繰延ヘッジ損益 △156

 為替換算調整勘定 △2,571

 退職給付に係る調整額 17

 持分法適用会社に対する持分相当額 △1,855

 その他の包括利益合計 △6,263

四半期包括利益 3,476

（内訳） 

 親会社株主に係る四半期包括利益 3,841

 非支配株主に係る四半期包括利益 △365
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

 

          (単位：百万円)
          当第２四半期連結累計期間

(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

 税金等調整前四半期純利益 13,916

 減価償却費 4,449

 のれん償却額 766

 受取利息及び受取配当金 △224

 支払利息 524

 持分法による投資損益（△は益） △1,428

 投資有価証券売却損益（△は益） △1,902

 売上債権の増減額（△は増加） △3,050

 たな卸資産の増減額（△は増加） △3,691

 仕入債務の増減額（△は減少） 3,436

 未払金の増減額（△は減少） △1,447

 未払消費税等の増減額（△は減少） △394

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,250

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △849

 その他 △131

 小計 8,724

 利息及び配当金の受取額 581

 利息の支払額 △524

 法人税等の支払額 △3,366

 その他 94

 営業活動によるキャッシュ・フロー 5,510

投資活動によるキャッシュ・フロー 

 有形固定資産の取得による支出 △5,268

 無形固定資産の取得による支出 △283

 投資有価証券の売却及び償還による収入 3,013

 貸付けによる支出 △318

 貸付金の回収による収入 165

 その他 △186

 投資活動によるキャッシュ・フロー △2,877

財務活動によるキャッシュ・フロー 

 短期借入金の純増減額（△は減少） 124

 長期借入れによる収入 3,651

 長期借入金の返済による支出 △441

 配当金の支払額 △2,495

 その他 △359

 財務活動によるキャッシュ・フロー 479

現金及び現金同等物に係る換算差額 △34

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,076

現金及び現金同等物の期首残高 30,459

株式移転に伴う現金及び現金同等物の増加額 18,065

現金及び現金同等物の四半期末残高  51,601
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 
 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、共同株式移転の方法により、平成28年４月１日付で伊藤ハム株式会社と米久株式会社の完全親会社と

して設立されました。 

この結果、当第２四半期連結会計期間末において資本金が300億円、資本剰余金が980億５百万円、利益剰余金

が707億88百万円、自己株式が△４百万円となっております。 

 
 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

当社グループは、製品を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、主にハム・ソー

セージ及び調理加工食品等の製造、販売を事業領域とする「加工食品事業」と主に食肉の生産、処理加工及

び販売を事業領域とする「食肉事業」の２つを報告セグメントとしております。 

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額の算定方法 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部売上高又は振替高は、

市場実勢価格等に基づいております。 

 

３．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自  平成28年４月１日  至  平成28年９月30日） (単位：百万円) 

  

報告セグメント 
その他 
（注）１

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３

加工食品 
事業 

食肉 
事業 

計 

売上高         

外部顧客への売上高 137,430 261,377 398,807 70 398,878 － 398,878

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

3,983 12,630 16,613 337 16,951 △16,951 －

計 141,413 274,008 415,421 407 415,829 △16,951 398,878

セグメント利益 6,065 5,073 11,138 76 11,215 △702 10,512

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人事給与関連業務サ

ービス等であります。 

２．セグメント利益の調整額の主な内容は、のれんの償却額△694百万円等であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  
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【関連情報】  

１．製品及びサービスごとの売上高         （単位：百万円） 

  
  

当第２四半期 
自 平成28年 4 月  1 日 
至 平成28年 9 月 30 日 

ハム・ソーセージ        85,381 

調 理 加 工 食 品              58,765 

食 肉             249,914 

そ の 他               4,817 

合   計             398,878 

 

２. 地域別の売上高                   （単位：百万円） 

  
  

当第２四半期 
自 平成28年 4 月  1 日 
至 平成28年 9 月 30 日 

日 本        341,920 

北 米              17,165 

ア ジ ア              15,480 

オ セ ア ニ ア        11,519 

欧 州              10,246 

そ の 他               2,547 

合   計             398,878 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


